
ウィークリー・ブレッド・オブ・ライフ 

（2025年1月13日（月）～19日（日）） 

                                        岸和田聖書教会 

牧師 栗原純人 

 

 「ブレッド・オブ・ライフ」とは「いのちのパン」（ヨハネ 6：48）。「わたしはいのちのパンで

す」と言われるイエス・キリストさまに目を向け、主をみことばによって食しましょう。今日一日

の力です。以下の手順を参考に聖書を読みましょう。 

1. 静まります。「しかし私は 義のうちに御顔を仰ぎ見 目覚めるとき 御姿に満ち足りるでしょ

う。」（詩篇17：15）。神さまがあなたを呼んでおられます。 

2. 声に出してその日の聖書日課を読みます。 

3. 気づいたこと、わからないことなどをノートに箇条書きし、その後『みことばの光』、このブレ

ッド・オブ・ライフの文章を読みます。わかったことがあったら、さらに書いてみましょう。 

4. もう一度、聖書日課を読みます。違う響きがあるでしょうか？ 

5. 祈りましょう。実際に声に出して。そして祈りの中心部分を書いてみましょう。一日の終わり

に、今朝の聖書を思い起こし、みことばがどのように生きたか、思い巡らしましょう。 

 

今週も「ルカの福音書」を読み進めます。 

1 月 13 日（月） 

今日の聖書日課：ルカ3：21～38 

さて、民がみなバプテスマを受けていたころ、イエスもバプテスマを受けられた。そして祈ってお

られると、天が開け、聖霊が鳩のような形をして、イエスの上に降って来られた。すると、天から

声がした。「あなたはわたしの愛する子。わたしはあなたを喜ぶ。」 

ルカ3：21～22 

 悔い改めのバプテスマ。受ける必要のないイエスが受けられました。なぜでしょう？イエスが罪

人の代表としてやがて身代わりに死に、よみがえらされるためでした。このとき、聖霊がイエスに

降り、彼はこれ以降、聖霊によって導かれて生きるようになりました。人間がそのように生きるこ

との見本です。だからイエスを信じ、バプテスマを受ける人は同じように神から語られるのです。

「あなたはわたしの愛する子。わたしはあなたを喜ぶ。」と。 

 

1 月 14 日（火）  

今日の聖書日課：ルカ4：1～13 

するとイエスは答えられた。「『あなたの神である主を試みてはならない』と言われている。」 

ルカ4：12 

 「荒野の誘惑」。その三つ目のサタンの誘惑に対するイエスの答え。「主を試みる」とは、神の上

に立つ、ということ。イエスはこの世において、先が見えなくても父なる神に従う道を選ばれまし

た。それが神を神とすること。聖霊に満ちた私たちも（1）、イエスさまのように神を試みることを

退け、神によって試みられている中でも信じ続けましょう。神は良いお方です。 

 

1 月 15 日（水）  

今日の聖書日課：ルカ4：14～30 

そしてこう言われた。「まことに、あなたがたに言います。預言者はだれも、自分の郷里では歓迎さ

れません。」 

ルカ4：24 



 イエスの故郷ナザレでの出来事です。彼は自分のことを預言者イザヤが語ったメシアであると宣

言しました。みなはイエスのことばの恵み深さに驚きました。と同時に彼が、自分たちが知ってい

るヨセフの子であると言いました。「イエス、おまえがこんな小さい時から俺たちはしってるんだ

ぞ」ということ。そんな郷里の人々に対してイエスが語られたのが冒頭の聖句。イエスが言いたか

ったこと、それは、預言者は神の霊によって満たされているからこそ、その人の語ることばを聞く

べきである、ということでした。 

 あなたが説教を聞くとき、どんな気持ちで聞いているでしょうか？ 

 

1 月 16 日（木） 

今日の聖書日課：ルカ4：31～44 

しかしイエスは、彼らにこう言われた。「ほかの町々にも、神の国の福音を宣べ伝えなければなりま

せん。わたしは、そのために遣わされたのですから。」 

ルカ4：43 

 カペナウムで悪霊を追い出し、病をいやし、みことばを語られたイエス。群衆はそんなイエスに、

自分たちから離れて行かないように、引き止めておこうとします。しかしイエスは言われました。

冒頭の聖句。 

 「神の国」とは神の支配。神の支配は一か所にとどまるものではありません。全世界に及びます。

ゆえに福音は広げられなければならないのです。あなたにとっての「ほかの町々」とは何ですか？

あなたは、とどまっていないでしょうか？ 

 

1 月 17日（金）  

今日の聖書日課：ルカ5：1～11 

すると、シモンが答えた。「先生。私たちは夜通し働きましたが、何一つ捕れませんでした。でも、

おことばですので、網を下ろしてみましょう。」 

ルカ5：5 

 そう言って、シモンが早朝のゲネサレ湖の深みに網を下ろすと、「おびただしい数の魚が入り、網

が破れそうになった。」（6）。 

 漁に関して自分はプロ。イエスは大工。門外漢のイエスに言われてプライドも傷ついたことでし

ょう。しかし「でも、おことばですので」と言ってシモンはイエスのことばに従ったのです。そし

てその結果を彼は知りました。やりたくない。ムリだ！と思うことも、「でも、おことばですので」

と言って、やってみましょう。すべてを捨ててイエスに従うことになるでしょう（11）。 

 

1 月 18日（土） 

今日の聖書日課：ルカ5：12～26 

イエスは彼らの信仰を見て、「友よ、あなたの罪は赦された」と言われた。 

ルカ5：20 

 イエスは中風の人の罪を赦し、彼の病をいやされました。この救いのみわざはどのようにしてな

されたのでしょうか？「イエスは彼らの信仰を見て」。イエスは中風の人を運んできた男たちの信

仰を見て、彼らのイエスへの信仰からくるその行いを見て、その御手を動かされたのです。 

 あなたの信仰、あなたがたの信仰を見て、神さまはあなたの愛する人を救われます。愛する人に

はイエスさまが必要。そしてイエスさまは彼を救うことがおできになる。あなたは信じています

か？その信仰を表現しましょう。どうやって表しますか？ 

 

1 月 19 日（日）今日の聖書日課（主日礼拝説教箇所）：ルカ5：27～28「目を留められた」 

 取税人レビとイエスの出会い。一瞬の出来事でした。 


